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地域活動紹介

鶏郎町 (山・野道)曽富冑

戦
没
者
追
悼
式
開
催

歴
史
講
演
会
開
催

８
月
１５
日
（土
）午
前
７
時
３０
分
か
ら
ま
ち
づ
く
リ
セ
ン

―́
で
令
和
８
年
度
戦
没
者
追
悼
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

初
め
に
戦
争
や
戦
災
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福

Ｌ
日
本
と
世
界
の
平
和
を
祈
念
し
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。

そ
の
後
、北
郷
里
連
合
地
域
づ
く
り
協
議
会

田
中
雅

ハ
会
長
の
式
辞
、来
賓
と
し
て
参
列
頂
い
た
浅
見
宜
義
長

供
市
長
、村
山
さ
お
り
市
議
会
議
員
、
川
島
隆
二
県
議
会

蔵
員
、
上
野
賢

一
郎

厚
生
労
働
大
臣
の
挨
拶
（代
読
）
を

惧
き
、
そ
の
後
全
員
で
献
花
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
最
後
に

遺
族
会
北
郷
里
支
部
、

佐
分
利

一
郎
支
部
長

の
謝
辞
で
閉
会
と
な

り
ま
し
た
。
改
め
て
平

和
の
尊
さ
を
考
え
る
式

典
と
な
り
ま
し
た
。

７
月
２５
日
（土
）午
後
１
時
か
ら
ま
ち
づ

く
リ
セ
ン
タ
ー
で
北
郷
里
連
合
地
域
づ
く

り
協
議
会

文
化
・ス
ポ
ー
ツ
専
門
郡
会
主

催
で
歴
史
講
演
会
（参
加
者
４９
名
）を
開
催

し
ま
し
た
。

講
師
に
オ
フ
イ
ス
関
ケ
原
主
宰
・歴
史
研

究
家
の
草
野
道
雄
さ
ん
を
迎
え
、講
演
「西

美
濃
二
人
衆
と
姉
川
の
戦
い
～
境
目
の
横

山
城
～
」
と
題
し
て
姉
川
の
戦
い
に
参
戦
し

た
西
美
濃
三
人
衆
の
人
物
像
を
説
明
。
姉

川
の
合
戦
で
信
長
の
指
示
で
横
山
城
攻
撃

か
ら
姉
川
へ
移
動
し
劣
勢

だ
っ
た
織
田
軍
の
危
機
を

救
っ
た
話
な
ど
を
（地
図
な

ど
）で
分
か
り
易
く
説
明
し

て
頂
き
ま
し
た
。

７
月
２６
日
に
堀
部
町
自
治
会
で
行
わ
れ
ま
し
た
山
道

・
農
道
普
請
を
紹
介

し
ま
す
。
堀
部
町
は
東
は
横
山
か
ら
西
は
東
中
学
校
ま
で
の
土
地
を
管
理
さ

れ
て
い
ま
す
。
堀
部
町
は
、
山
道
や
山
際
の
法
面
の
革
刈
り
を
毎
年
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。
以
前
は
山
水
が
流
れ
る
深
い
溝
の
掃
除
も
さ
れ
て
い
た
と
か
。

作
業
は
朝
８
時
か
ら
約
‐４
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
町
内
全
体
の
環
境
整
備
を

さ
れ
ま
し
た
。
２６
日
の
気
温
は
３４
℃
真
夏
日
で
し
た
が
午
前
中
の
作
業
を
無

事
に
終
え
ら
れ
ま
し
た
。
取
材
の
中
で
、
堀
部
町
の
た
め
池
を
見
る
機
会
が

あ
り
、
お
話
を
間
く
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
た
め
池
の
水
は
、
現
在
、
農
業
用

水
や
生
活
用
水
と
し
て
使
用
す
る
こ
と

が
な
く
な

っ
た
た
め
◆
後
廃
池
に
さ
れ

る
と
の
こ
と
で
す
。
現
在
現
況
の
測
量

中
で
、
ど
の
様
な
土
地
活
用
に
な
る
か

は
今
後
検
討
を
進
め
ら
れ
る
ラ
定
で
す
。
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北
郷
里
小
学
校
児
童

マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
寄
贈

７
月
１４
日

（
火
）
北
郷
里
小
学
校
の
み

ど
り
の
少
年
団
６
筈
が
ま
ろ
づ
く
リ
セ

ン
タ
ー
に
来
ら
れ
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
の

プ
ラ
ン
タ
１
３
個

を
頂
き
ま
し
た
。

玄
関
に
置
か
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
昨

年
は
‐２
月
初
め
の

頃
ま
で
き
れ
い
に

咲
い
て
く
れ
ま
し

た
。

莱
や
か
な
朝
の
ラ
ジ
オ
体
操
一

郷
里
雄
駐
車
場
で
毎
朝
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
健
康
福
祉
専
門
部
会
開
催
の
ラ

ジ
オ
体
操
に
夏
休
み
の
子
ど
も
た
ち
が

参
刑
し
て
く
れ
ま
し
た
。

◆
回
は
、
垣
寵
町
の

子
供
た
ち
と
保
護
者
さ

ん
杷
名
の
特
別
参
加
で

賑
や
か
な
ラ
ジ
オ
体
操

に
な
り
ま
し
た
。
郷
里

雄
駐
車
場
の
ラ
ジ
オ
体

操
は
、
毎
朝
６
時
３。
分

か
ら
６
時
４。
分
ま
で
実

施

。
期

間
は

‐０
月
３‐

日

（金
）
ま
で
で
す
。

気
軽
に
参
加
し
て
み
て

下
さ
い
。



８
月
９
日
に
西
上
坂
剛
自
治
会
鈍
で
行
わ
れ
ま
し
た

「
西
上
坂
わ
く
わ
く

。
ＩＳ、
れ
あ
い
ま
つ
り
」
を
紹
介
し
ま
す
。

西
上
坂
自
治
会
の
主
催
で
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
５４
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
二
部
構
成
で
行
わ
れ
、
第

一
部

全
世
代
で
学
Ｓ
防
災

。
人
権
学
習
会
で
し
た
。
防
災
研
修
で
は
、
市
防
災
管
理
局
に
よ
る

「
防
災
の
分
か
れ
道

・
ク

ス
ロ
ー
ド
ゲ
ー
ム
」
に
よ
り
、
災
害
時
に
直
面
し
た
課
題
に
つ
い
て
く
田
∽
か
Ｚ
Ｏ
か
を
選
択
す
る
ド

キ
ド
キ
の
学
習
と
な
り
ま
し
た
。
人
権
学
習
会
で
は
、

「
あ
な
た
の
大
切
な
人
を
守
る
た
め
に
」
を

テ
ー
マ
に
、
女
性
防
災
土
の
方
か
ら
女
性
の
目
か
ら
見
た
災
害
時
の
支
援
の
あ
り
方
や
、
避
難
所
生

活
で
は
様
寂
な
視
点
で
の
活
動
が
大
切
で
あ
る
と
い
う
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

第
二
部
の
全
世
代
交
流
ゲ
ー
ム
大
会
で
は
、
室
内
ボ
ウ
リ
ン
グ
、
ボ
ツ
チ
ャ
、

ト
ラ
ン
プ
、
ダ
ー
ツ
、
輸
投
げ
な
ど
、
親
子

・
シ
エ
ア

・
全
世
代
、
み
ん
な
が

主
役
に
な
れ
る
ゲ
ー
ム
で
楽
し
い
交
流
の
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
昼
食
は
、
被

災
体
験
と
し
て
カ
レ
ー
や
倉
パ
ン
な
ど
、
非
常
食
の
試
食
を
行
い
ま
し
た
。
最

後
に
参
加
者
全
員
で
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
を
し
て
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。
た
く
さ
ん

の
方
が
参
加
さ
れ
、
中
身
の
濃
い
有
意
義
な
お
ま
つ
り
で
し
た
。
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29日 (本)3:30出発
行先奈良監Hp″ Δd闊師寺
参加費掃 ことI構 39900円

行  程

出発      北陸・名神  休憩  名神・京滋・京奈和
言隣 獣 ち

=Xと
すヒ抑 ― 吟 長洩C 吟 吟 け   聯 A  け , い

Bヨ0                               980 945

滞 拝観  昼食。お買い鞠    観光
縛 ICけ 楽購 け な5‖凛罷  吟祭職 ュウ ム 吟 構 E

10「J1011珀    12,00 1300       13:10 1榊

京奈T題・京滋。名神 休憩
吟 吟 →  善鵡目pA

15颯51600
長胸Ю 吟 男圏里まちJ(り1島輩―

1650

名神・J睡

い 吟

皇台崎則 8崎20命◆でに孝うづく
`胞
ン●―へ白饉しくだtい。

定  R 範名(症員億達し篤ら受村を終了しき奪B〕

申込開始 9月 1己 (史}鶴30分鴻

牟込方法 き与づくl幽ン卓中に申し込許贈種獅醇勝す.

参加資を麟えて申し込んでください。
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(郷里荘)

(まちづくリセンター)

9月 2日 (水)lG00
9月 2日 (水)1凱30

9月 9日 (水)lG00
9月 11日 (金)1凱00

9月 12日 (土)8:00
9月 16日 (水)lG00
o日 lo日 r+ヽ 1∩ .∩∩

たんぽぽ体操

第3回自治会長会

たんぽぽ体操
つくし会パトロール

山村広場除草(理事会)
′cんぽぽ体操

(郷里荘)

(郷里荘)
十 ど十 ど廣 握 ″`7｀ おヽ卜1二督 竜能会 ,汁 山 【卜″ ジ■h± 1歩

歴史・文化財巡りのご案内
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9月 24日 (木 )

9月 27日 (日 )10:00
9月 30日 (水)lG00
10月 10日 (土)10:00

自治会向け文書発送

防犯パトロール 田ヒ郷里防犯委員会】
たんぽぽ体操

大人の学び座 多肉植物の寄せ植え
(郷里荘)

(まちづくリセンター)チラシが入ります !

地嬌づくり協議会 今日・10日の行事3虚


